
 

 

平
成

1
3

年
度

東
北

大
学

男
女

共
同

参
画

委
員

会
報

告
（
Ｈ

1
4
.4

.1
6
 
評

議
会

報
告

）
に

対
す

る
対

応
状

況
（
抜

粋
）
 

  

報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

１
．

全
学

的
ア

ピ
ー

ル
の

採
択

と
部

局
Ｗ

Ｇ
等

の
設

置
 

(1
) 
・
東

北
大

学
男

女
共

同
参

画
推

進
宣

言
 

・
第

1
回

男
女

共
同

参
画

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
お

い
て

宣
言

（
1
4
.9

.2
8
）
。

 

(2
) 
・
各

部
局

ご
と

に
男

女
共

同
参

画
Ｗ

Ｇ
を

設
置

 
・
設

置
に

つ
い

て
、

委
員

会
へ

報
告

済
（
1
4
.7

.2
2
）
。

 
 

２
．

ジ
ェ

ン
ダ

ー
学

講
座

・
科

目
の

設
置

と
広

報
活

動
の

拡
充

 

(1
)  ・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
学

等
の

男
女

共
同

参
画

関
連

分
野

の
科

目
を

複
数

開
講

 

 ・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

学
専

任
教

官
の

配
置

 

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

研
究

関
連

講
座

担
当

候
補

者
リ
ス

ト
の

作
成

 

・
全

学
教

育
科

目
 基

幹
科

目
と

し
て

、
平

成
17

年
度

か
ら

継
続

し
て

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
人

間
社

会
」
を

開
講

。
ま

た
、

平
成

21
年

度
か

ら
は

「
体

と
健

康
」
を

開
講

。
平

成
2
7

年
4

月
よ

り
一

時
中

断
し

て
い

た
「
ジ

ェ

ン
ダ

ー
と

人
間

社
会

」
を

開
講

予
定

。
 

学
務

審
議

会
と

の
連

携
 

(2
)  ・

男
女

共
同

参
画

委
員

会
主

催
の

講
演

会
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 

 ・
全

学
教

育
審

議
会

主
催

の
講

演
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 

・
各

部
局

主
催

の
講

演
会

・
勉

強
会

の
開

催
 

・
平

成
14

年
度

か
ら

継
続

し
て

、
男

女
共

同
参

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開

催
し

、
計

１
1

回
実

施
。

 

・
今

後
検

討
。

 

・
本

報
告

書
「
各

部
局

の
取

組
み

」
参

照
。

 

広
報

Ｗ
Ｇ

 

  

(3
)   ・

研
究

補
助

・
懸

賞
論

文
制

度
の

導
入

 

 ・
研

究
調

査
の

た
め

の
海

外
視

察
・
調

査
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

設
立

等
 

・
学

外
の

研
究

者
等

と
の

学
際

的
な

共
同

研
究

を
奨

励
・
促

進
 

・
平

成
15

年
度

か
ら

継
続

し
て

、
男

女
共

同
参

画
奨

励
賞

（
沢

柳
賞

）

を
実

施
し

、
計

１
０

回
表

彰
。

 

・
2
1

世
紀

Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
男

女
共

同
参

画
社

会
の

法
と

政
策

」
拠

点
と

連
携

。
 

・
平

成
26

年
度

か
ら

澤
柳

政
太

郎
記

念
男

女
共

同
参

画
賞

（
澤

柳

記
念

賞
）
を

実
施

。
 

奨
励

制
度

Ｗ
Ｇ

 

 

(4
) 
・
研

究
成

果
の

公
表

と
広

報
・
啓

発
活

動
 

・
男

女
共

同
参

画
委

員
会

Ｈ
Ｐ

に
お

い
て

、
活

動
内

容
等

を
掲

載
。

 

・
男

女
共

同
参

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
い

て
、

沢
柳

賞
受

賞
者

に
よ

る

受
賞

講
演

及
び

成
果

報
告

講
演

を
実

施
。

 

広
報

Ｗ
Ｇ

 

報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

  

３
．

方
針

決
定

機
関

等
へ

の
女

性
教

官
の

参
画

 

(1
) 
・
東

北
大

学
の

方
針

決
定

機
関

に
お

け
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
バ

ラ
ン

ス
の

確
保

 
・
平

成
1
8

年
度

か
ら

総
長

特
別

補
佐

（
男

女
共

同
参

画
担

当
）
を

設
置

し
、

同
職

へ
女

性
教

員
が

就
任

。
 

・
法

学
研

究
科

と
Ｗ

Ｐ
Ｉで

女
性

の
部

局
長

が
誕

生
。

 

 

(2
) 

・本
学

の
各

審
議

機
関

や
計

画
分

析
評

価
等

を
行

う
「室

」等
に

女
性

教
官

枠
登

用
 

・
評

議
会

に
報

告
・
了

承
済

（
1
4
.4

.1
6
）
。

 
 

５
．

と
く
に

女
性

教
官

が
少

な
い

分
野

で
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
 

(1
) 
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
バ

ラ
ン

ス
の

現
状

と
分

析
結

果
の

取
り

ま
と

め
 

・
評

議
会

に
報

告
・
了

承
済

（
1
4
.4

.1
6
）
。

 

・
本

報
告

書
「
中

期
目

標
・
中

期
計

画
達

成
の

た
め

の
各

部
局

の
取

組

み
」
参

照
。

 

・
平

成
1
8

年
度

か
ら

平
成

2
0

年
度

ま
で

文
部

科
学

省
 科

学
技

術
振

興
調

整
費

『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
を

実

施
。

平
成

2
1

年
度

以
降

も
事

業
継

続
。

 

・
平

成
2
1

年
度

か
ら

文
部

科
学

省
 科

学
技

術
振

興
調

整
費

『
杜

の
都

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
事

業
fo

r 
2
0
1
3』

を
実

施
。

 

 

(2
) 
・
採

用
に

お
け

る
性

差
別

・
性

差
に

基
づ

く
不

公
正

な
取

扱
い

の
有

無
及

び
 

検
証

結
果

の
取

り
ま

と
め

 

６
．

研
究

・
教

育
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
実

現
の

た
め

の
環

境
整

備
 

(3
) 
・
研

究
費

の
配

分
、

留
学

機
会

と
費

用
配

分
で

の
配

慮
 

・
平

成
19

年
度

か
ら

大
学

院
女

子
学

生
海

外
渡

航
支

援
事

業
（
通

称
：
ロ

ー
ズ

支
援

事
業

）
を

実
施

。
 

奨
励

制
度

Ｗ
Ｇ

 

 

(5
) 
・
設

備
の

改
善

（
女

性
用

ト
イ

レ
の

増
設

、
更

衣
室

の
整

備
等

）
 

・
現

状
に

つ
い

て
、

委
員

会
へ

報
告

済
（
1
4
.7

.2
2
）
。

 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
環

 

境
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
、

自
然

科
学

系
全

部
局

に
女

性
用

休
憩

室
を

設
置

。
 

  

(6
) 
・
子

育
て

支
援

体
制

の
確

立
 

・
男

性
の

育
児

休
業

制
度

の
活

用
促

進
 

・
産

休
・
育

休
中

の
研

究
補

助
体

制
 

・
介

護
休

業
制

度
等

の
確

立
 

・
「
東

北
大

学
川

内
け

や
き

保
育

園
」
を

開
園

（
1
7
.9

.1
）
。

 

・
育

児
休

業
、

育
児

部
分

休
業

と
も

子
が

3
歳

に
達

す
る

ま
で

取
得

す

る
こ

と
が

で
き

、
育

休
代

替
職

員
も

雇
用

可
能

と
し

た
。

 

・
介

護
休

業
、

介
護

部
分

休
業

と
も

約
6

月
の

範
囲

内
で

取
得

す
る

こ

両
立

支
援

Ｗ
Ｇ
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平
成

1
3

年
度

東
北

大
学

男
女

共
同

参
画

委
員

会
報

告
（
Ｈ

1
4
.4

.1
6
 
評

議
会

報
告

）
に

対
す

る
対

応
状

況
（
抜

粋
）
 

  

報
 

告
 

書
 

の
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要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

１
．

全
学

的
ア

ピ
ー

ル
の

採
択

と
部

局
Ｗ

Ｇ
等

の
設

置
 

(1
) 
・
東

北
大

学
男

女
共

同
参

画
推

進
宣

言
 

・
第

1
回

男
女

共
同

参
画

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
お

い
て

宣
言

（
1
4
.9

.2
8
）
。

 

(2
) 
・
各

部
局

ご
と

に
男

女
共

同
参

画
Ｗ

Ｇ
を

設
置

 
・
設

置
に

つ
い

て
、

委
員

会
へ

報
告

済
（
1
4
.7

.2
2
）
。

 
 

２
．

ジ
ェ

ン
ダ

ー
学

講
座

・
科

目
の

設
置

と
広

報
活

動
の

拡
充

 

(1
)  ・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
学

等
の

男
女

共
同

参
画

関
連

分
野

の
科

目
を

複
数

開
講

 

 ・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

学
専

任
教

官
の

配
置

 

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

研
究

関
連

講
座

担
当

候
補

者
リ
ス

ト
の

作
成

 

・
全

学
教

育
科

目
 基

幹
科

目
と

し
て

、
平

成
17

年
度

か
ら

継
続

し
て

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
人

間
社

会
」
を

開
講

。
ま

た
、

平
成

21
年

度
か

ら
は

「
体

と
健

康
」
を

開
講

。
平

成
2
7

年
4

月
よ

り
一

時
中

断
し

て
い

た
「
ジ

ェ

ン
ダ

ー
と

人
間

社
会

」
を

開
講

予
定

。
 

学
務

審
議

会
と

の
連

携
 

(2
)  ・

男
女

共
同

参
画

委
員

会
主

催
の

講
演

会
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 

 ・
全

学
教

育
審

議
会

主
催

の
講

演
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 

・
各

部
局

主
催

の
講

演
会

・
勉

強
会

の
開

催
 

・
平

成
14

年
度

か
ら

継
続

し
て

、
男

女
共

同
参

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開

催
し

、
計

１
1

回
実

施
。

 

・
今

後
検

討
。

 

・
本

報
告

書
「
各

部
局

の
取

組
み

」
参

照
。

 

広
報

Ｗ
Ｇ

 

  

(3
)   ・

研
究

補
助

・
懸

賞
論

文
制

度
の

導
入

 

 ・
研

究
調

査
の

た
め

の
海

外
視

察
・
調

査
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

設
立

等
 

・
学

外
の

研
究

者
等

と
の

学
際

的
な

共
同

研
究

を
奨

励
・
促

進
 

・
平

成
15

年
度

か
ら

継
続

し
て

、
男

女
共

同
参

画
奨

励
賞

（
沢

柳
賞

）

を
実

施
し

、
計

１
０

回
表

彰
。

 

・
2
1

世
紀

Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
男

女
共

同
参

画
社

会
の

法
と

政
策

」
拠

点
と

連
携

。
 

・
平

成
26

年
度

か
ら

澤
柳

政
太

郎
記

念
男

女
共

同
参

画
賞

（
澤

柳

記
念

賞
）
を

実
施

。
 

奨
励

制
度

Ｗ
Ｇ

 

 

(4
) 
・
研

究
成

果
の

公
表

と
広

報
・
啓

発
活

動
 

・
男

女
共

同
参

画
委

員
会

Ｈ
Ｐ

に
お

い
て

、
活

動
内

容
等

を
掲

載
。

 

・
男

女
共

同
参

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
い

て
、

沢
柳

賞
受

賞
者

に
よ

る

受
賞

講
演

及
び

成
果

報
告

講
演

を
実

施
。

 

広
報

Ｗ
Ｇ

 

報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

  

３
．

方
針

決
定

機
関

等
へ

の
女

性
教

官
の

参
画

 

(1
) 
・
東

北
大

学
の

方
針

決
定

機
関

に
お

け
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
バ

ラ
ン

ス
の

確
保

 
・
平

成
1
8

年
度

か
ら

総
長

特
別

補
佐

（
男

女
共

同
参

画
担

当
）
を

設
置

し
、

同
職

へ
女

性
教

員
が

就
任

。
 

・
法

学
研

究
科

と
Ｗ

Ｐ
Ｉで

女
性

の
部

局
長

が
誕

生
。

 

 

(2
) 

・本
学

の
各

審
議

機
関

や
計

画
分

析
評

価
等

を
行

う
「室

」等
に

女
性

教
官

枠
登

用
 

・
評

議
会

に
報

告
・
了

承
済

（
1
4
.4

.1
6
）
。

 
 

５
．

と
く
に

女
性

教
官

が
少

な
い

分
野

で
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
 

(1
) 
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
バ

ラ
ン

ス
の

現
状

と
分

析
結

果
の

取
り

ま
と

め
 

・
評

議
会

に
報

告
・
了

承
済

（
1
4
.4

.1
6
）
。

 

・
本

報
告

書
「
中

期
目

標
・
中

期
計

画
達

成
の

た
め

の
各

部
局

の
取

組

み
」
参

照
。

 

・
平

成
1
8

年
度

か
ら

平
成

2
0

年
度

ま
で

文
部

科
学

省
 科

学
技

術
振

興
調

整
費

『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
を

実

施
。

平
成

2
1

年
度

以
降

も
事

業
継

続
。

 

・
平

成
2
1

年
度

か
ら

文
部

科
学

省
 科

学
技

術
振

興
調

整
費

『
杜

の
都

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
事

業
fo

r 
2
0
1
3』

を
実

施
。

 

 

(2
) 
・
採

用
に

お
け

る
性

差
別

・
性

差
に

基
づ

く
不

公
正

な
取

扱
い

の
有

無
及

び
 

検
証

結
果

の
取

り
ま

と
め

 

６
．

研
究

・
教

育
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
実

現
の

た
め

の
環

境
整

備
 

(3
) 
・
研

究
費

の
配

分
、

留
学

機
会

と
費

用
配

分
で

の
配

慮
 

・
平

成
19

年
度

か
ら

大
学

院
女

子
学

生
海

外
渡

航
支

援
事

業
（
通

称
：
ロ

ー
ズ

支
援

事
業

）
を

実
施

。
 

奨
励

制
度

Ｗ
Ｇ

 

 

(5
) 
・
設

備
の

改
善

（
女

性
用

ト
イ

レ
の

増
設

、
更

衣
室

の
整

備
等

）
 

・
現

状
に

つ
い

て
、

委
員

会
へ

報
告

済
（
1
4
.7

.2
2
）
。

 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
環

 

境
整

備
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
、

自
然

科
学

系
全

部
局

に
女

性
用

休
憩

室
を

設
置

。
 

  

(6
) 
・
子

育
て

支
援

体
制

の
確

立
 

・
男

性
の

育
児

休
業

制
度

の
活

用
促

進
 

・
産

休
・
育

休
中

の
研

究
補

助
体

制
 

・
介

護
休

業
制

度
等

の
確

立
 

・
「
東

北
大

学
川

内
け

や
き

保
育

園
」
を

開
園

（
1
7
.9

.1
）
。

 

・
育

児
休

業
、

育
児

部
分

休
業

と
も

子
が

3
歳

に
達

す
る

ま
で

取
得

す

る
こ

と
が

で
き

、
育

休
代

替
職

員
も

雇
用

可
能

と
し

た
。

 

・
介

護
休

業
、

介
護

部
分

休
業

と
も

約
6

月
の

範
囲

内
で

取
得

す
る

こ

両
立

支
援

Ｗ
Ｇ
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報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
育

 

児
・
介

護
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

。
 

   

７
．

職
員

等
の

雇
用

・
昇

進
面

で
の

平
等

実
現

と
労

働
環

境
の

整
備

 

(5
) 
・
労

働
時

間
の

短
縮

 

・
ワ

ー
ク

・
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
 

・
在

宅
勤

務
制

度
な

ど
の

導
入

 

・
育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

の
新

設
(2

0
.4

.1
)。

 

・
就

業
規

則
（
育

児
休

業
等

規
程

）
に

よ
り

、
職

員
か

ら
請

求
が

あ
っ

た

場
合

は
、

子
（
未

就
学

児
）
を

養
育

す
る

た
め

、
労

使
協

定
に

か
か

わ

ら
ず

超
過

勤
務

時
間

を
1

月
2
4

時
間

、
１

年
1
5
0

時
間

以
内

と
す

る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
時

間
外

労
働

時
間

の
縮

減
等

に
努

め
る

よ
う

周
知

。
 

 

８
．

育
児

お
よ

び
介

護
に

お
け

る
性

別
役

割
分

業
の

改
善

と
両

立
支

援
策

 

(1
) 
・
学

内
保

育
園

の
具

体
的

な
調

査
・
検

討
 

・
「
東

北
大

学
川

内
け

や
き

保
育

園
」
を

開
園

（
1
7
.9

.1
）
 

・
「
東

北
大

学
星

の
子

保
育

園
」
を

開
園

（
2
2
.3

.1
）
 

・
青

葉
山

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
保

育
所

設
置

を
検

討
開

始
（
2
1

年
度

）
 

 

両
立

支
援

Ｗ
Ｇ

 

 

(2
)  ・

育
児

休
業

制
度

の
運

用
シ

ス
テ

ム
の

改
善

 

・
産

休
・
育

休
中

の
臨

時
雇

用
等

の
補

助
体

制
を

確
立

 

・
平

成
16

年
4

月
以

降
、

代
替

職
員

制
度

を
一

本
化

し
、

育
児

休
業

の

請
求

期
間

を
任

期
と

す
る

育
休

代
替

職
員

を
雇

用
可

能
と

し
た

。
 

・
「
教

員
の

任
期

に
関

す
る

規
程

」
を

改
正

し
、

育
児

休
業

等
に

よ
る

任

期
の

延
長

を
認

め
る

こ
と

を
可

能
と

し
た

。
 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
育

 

児
・
介

護
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

。
 

 

  両
立

支
援

W
G

 

   

(3
) 
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

態
様

を
検

討
 

・
平

成
1
6

年
4

月
以

降
、

介
護

休
暇

制
度

か
ら

介
護

休
業

制
度

と
し

、

負
傷

、
疾

病
、

老
齢

又
は

身
体

上
若

し
く

は
精

神
上

の
障

害
に

よ
り

２

週
間

以
上

の
期

間
に

わ
た

り
日

常
生

活
を

営
む

の
に

支
障

が
あ

り
、

常
時

介
護

を
必

要
と

す
る

状
態

に
あ

る
者

の
介

護
を

す
る

た
め

、
休

 

業
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

 

報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

(4
)  ・

育
児

・
介

護
、

さ
ら

に
病

児
看

護
の

た
め

の
休

暇
制

度
と

と
も

に
、

支
援

手
当

や

支
援

金
の

一
時

貸
与

の
制

度
 

・
平

成
14

年
4

月
以

降
、

子
（
未

就
学

児
）
の

看
護

を
す

る
た

め
の

特

別
休

暇
を

年
5

日
以

内
、

取
得

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

  

９
．

単
身
赴
任

者
の

た
め
の

支
援

体
制
・

環
境

整
備
の

促
進
 

(2
) 
・
単

身
赴

任
者

手
当

の
取

得
条

件
等

を
改

善
 

・
今

後
検

討
 

 

１
０

．
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
不

服
申

立
制

度
・
救

済
制

度
等

の
整

備
 

(1
) 
・
不

服
を

申
立

制
度

、
及

び
問

題
解

決
に

あ
た

る
恒

常
的

な
機

関
の

設
置

 
・
男

女
共

同
参

画
委

員
会

内
に

相
談

窓
口

設
置

（
1
4
.1

.1
8
）
 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口

と
の

連
携

 
(2

) 
・
相

談
窓

口
や

意
見

箱
、

日
常

的
な

調
査

・
監

督
に

あ
た

る
オ

ン
ブ

ズ
パ

ー
ソ

ン
制

度
の

設
置

 

・
今

後
検

討
 

１
１

．
教

職
員

の
旧

姓
使

用
の

拡
大

 

 ・
旧

姓
使

用
者

の
便

宜
を

検
討

 
・
適

用
済

(H
1
3
.1

2
.2

6
) 

 

１
２

．
大

学
院

生
・
学

部
学

生
の

研
究

･勉
学

環
境

の
改

善
 

(1
) 
・
教

育
・
厚

生
施

設
等

の
設

備
状

況
の

点
検

・
改

善
 

・
総

長
裁

量
経

費
に

よ
り

、
川

内
南

地
区

・
北

青
葉

山
地

区
の

厚
生

施

設
の

改
修

及
び

設
備

改
善

を
行

っ
た

。
（
平

成
16

年
～

1
7

年
度

）
 

 

(2
) 
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

演
習

教
育

場
面

等
に

お
い

て
の

性
的

差
別

取
扱

い
等

の
調

査

改
善

 

・
今

後
検

討
。

 
 

１
３

．
非

常
勤

講
師

の
処

遇
と

研
究

環
境

の
改

善
 

 ・
非

常
勤

講
師

の
教

育
環

境
･雇

用
環

境
に

つ
い

て
､性

別
に

由
来

す
る

差
別

的

取
扱

い
や

慣
行

が
な

い
か

を
調

査
・
改

善
 

・
今

後
検

討
。
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報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
育

 

児
・
介

護
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

。
 

   

７
．

職
員

等
の

雇
用

・
昇

進
面

で
の

平
等

実
現

と
労

働
環

境
の

整
備

 

(5
) 
・
労

働
時

間
の

短
縮

 

・
ワ

ー
ク

・
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
 

・
在

宅
勤

務
制

度
な

ど
の

導
入

 

・
育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

の
新

設
(2

0
.4

.1
)。

 

・
就

業
規

則
（
育

児
休

業
等

規
程

）
に

よ
り

、
職

員
か

ら
請

求
が

あ
っ

た

場
合

は
、

子
（
未

就
学

児
）
を

養
育

す
る

た
め

、
労

使
協

定
に

か
か

わ

ら
ず

超
過

勤
務

時
間

を
1

月
2
4

時
間

、
１

年
1
5
0

時
間

以
内

と
す

る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
時

間
外

労
働

時
間

の
縮

減
等

に
努

め
る

よ
う

周
知

。
 

 

８
．

育
児

お
よ

び
介

護
に

お
け

る
性

別
役

割
分

業
の

改
善

と
両

立
支

援
策

 

(1
) 
・
学

内
保

育
園

の
具

体
的

な
調

査
・
検

討
 

・
「
東

北
大

学
川

内
け

や
き

保
育

園
」
を

開
園

（
1
7
.9

.1
）
 

・
「
東

北
大

学
星

の
子

保
育

園
」
を

開
園

（
2
2
.3

.1
）
 

・
青

葉
山

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
保

育
所

設
置

を
検

討
開

始
（
2
1

年
度

）
 

 

両
立

支
援

Ｗ
Ｇ

 

 

(2
)  ・

育
児

休
業

制
度

の
運

用
シ

ス
テ

ム
の

改
善

 

・
産

休
・
育

休
中

の
臨

時
雇

用
等

の
補

助
体

制
を

確
立

 

・
平

成
16

年
4

月
以

降
、

代
替

職
員

制
度

を
一

本
化

し
、

育
児

休
業

の

請
求

期
間

を
任

期
と

す
る

育
休

代
替

職
員

を
雇

用
可

能
と

し
た

。
 

・
「
教

員
の

任
期

に
関

す
る

規
程

」
を

改
正

し
、

育
児

休
業

等
に

よ
る

任

期
の

延
長

を
認

め
る

こ
と

を
可

能
と

し
た

。
 

・
『
杜

の
都

女
性

科
学

者
ハ

ー
ド

リ
ン

グ
支

援
事

業
』
に

お
い

て
、

「
育

 

児
・
介

護
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

。
 

 

  両
立

支
援

W
G

 

   

(3
) 
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

態
様

を
検

討
 

・
平

成
1
6

年
4

月
以

降
、

介
護

休
暇

制
度

か
ら

介
護

休
業

制
度

と
し

、

負
傷

、
疾

病
、

老
齢

又
は

身
体

上
若

し
く

は
精

神
上

の
障

害
に

よ
り

２

週
間

以
上

の
期

間
に

わ
た

り
日

常
生

活
を

営
む

の
に

支
障

が
あ

り
、

常
時

介
護

を
必

要
と

す
る

状
態

に
あ

る
者

の
介

護
を

す
る

た
め

、
休

 

業
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

 

報
 

告
 

書
 

の
 

概
 

要
 

対
 

 
応

 
 

策
 

備
 

 
考

 

(4
)  ・

育
児

・
介

護
、

さ
ら

に
病

児
看

護
の

た
め

の
休

暇
制

度
と

と
も

に
、

支
援

手
当

や

支
援

金
の

一
時

貸
与

の
制

度
 

・
平

成
14

年
4

月
以

降
、

子
（
未

就
学

児
）
の

看
護

を
す

る
た

め
の

特

別
休

暇
を

年
5

日
以

内
、

取
得

で
き

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

  

９
．

単
身
赴
任

者
の

た
め
の

支
援

体
制
・

環
境

整
備
の

促
進
 

(2
) 
・
単

身
赴

任
者

手
当

の
取

得
条

件
等

を
改

善
 

・
今

後
検

討
 

 

１
０

．
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
不

服
申

立
制

度
・
救

済
制

度
等

の
整

備
 

(1
) 
・
不

服
を

申
立

制
度

、
及

び
問

題
解

決
に

あ
た

る
恒

常
的

な
機

関
の

設
置

 
・
男

女
共

同
参

画
委

員
会

内
に

相
談

窓
口

設
置

（
1
4
.1

.1
8
）
 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口

と
の

連
携

 
(2

) 
・
相

談
窓

口
や

意
見

箱
、

日
常

的
な

調
査

・
監

督
に

あ
た

る
オ

ン
ブ

ズ
パ

ー
ソ

ン
制

度
の

設
置

 

・
今

後
検

討
 

１
１

．
教

職
員

の
旧

姓
使

用
の

拡
大

 

 ・
旧

姓
使

用
者

の
便

宜
を

検
討

 
・
適

用
済

(H
1
3
.1

2
.2

6
) 

 

１
２

．
大

学
院

生
・
学

部
学

生
の

研
究

･勉
学

環
境

の
改

善
 

(1
) 
・
教

育
・
厚

生
施

設
等

の
設

備
状

況
の

点
検

・
改

善
 

・
総

長
裁

量
経

費
に

よ
り

、
川

内
南

地
区

・
北

青
葉

山
地

区
の

厚
生

施

設
の

改
修

及
び

設
備

改
善

を
行

っ
た

。
（
平

成
16

年
～

1
7

年
度

）
 

 

(2
) 
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

演
習

教
育

場
面

等
に

お
い

て
の

性
的

差
別

取
扱

い
等

の
調

査

改
善

 

・
今

後
検

討
。

 
 

１
３

．
非

常
勤

講
師

の
処

遇
と

研
究

環
境

の
改

善
 

 ・
非

常
勤

講
師

の
教

育
環

境
･雇

用
環

境
に

つ
い

て
､性

別
に

由
来

す
る

差
別

的

取
扱

い
や

慣
行

が
な

い
か

を
調

査
・
改

善
 

・
今

後
検

討
。
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東北大学における男女共同参画推進のための行動指針（H25.8.8 策定）に対する対応状況 

 

 行動指針 対応内容 

1 両立支援･環境整備 研究支援要員制度（通常型・シェア型）とベビーシ

ッター利用料等補助制度を実施。第 3 保育所設置に

向けて検討中 

2 女性リーダー育成 スタートアップ研究費支援制度（2 年間）と研究ス

キルアップ経費補助制度（国内外の学会参加等）を

実施中 

3 次世代育成 サイエンス・エンジェル制度を実施中 

4 顕彰制度 澤柳記念賞政太郎記念東北大学男女共同参画賞（及

び同奨励賞）を創設し、第一回として 2 名を顕彰 

5 地域連携 東北地区大学への助言とともに、今後の連携体制を

検討中 

6 国際化対応 Association of Pacific Rim University: 

Asia-Pacific Women in Leadership (Auckland, New 

Zealand, 2015.3.8-10)に参加。各種資料等の英語版

の発行 

7 支援推進体制 男女共同参画推進センター設置、専任助教を採用し、

恒常的支援体制を確立 

 

資 料 3
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